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１３．離乳前乳児の哺乳量に関する研究 
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研究要旨 
母乳哺育児 77 例につき，1 日の哺乳量および体重の変化について離乳期前までの期間の

各月齢（1～5 ヵ月）に調査を行った．離乳期前の乳児における１日の平均哺乳量は 774.8 ml
となり，現行の第６次改定日本人の栄養所要量において乳児，授乳婦の食事摂取基準を算

定する際に使われている 1 日の平均母乳哺乳量 750 ml よりもやや多い結果となった．この

結果から離乳期前の乳児における１日の平均哺乳量は 780 ml が妥当なのではないかと考え

られた． 
 
Ａ．緒言  
母乳は，乳児にとって最適な栄養食品であ

る．母乳育児は乳児に対して栄養的機能面だ

けではなく，母子間の心理面においても有益

であることが明らかにされている１）．また，

先進国と途上国を問わず国際的な母乳育児

推進の動きも盛んである２）．乳児期における

母乳の摂取量は，乳児の栄養状態を判定する

上で重要な指標であり「日本人の栄養所要

量」においても，その値によって乳児期のエ

ネルギーやビタミン摂取量等が算出する時

の母数として利用されている． 
「日本人の栄養所要量」は，1975 年以来５

年毎に改定が行われていることは既によく

知られているが，平成 12 年からは第 6 次改

定による内容が使用されている．この第 6 次

改定では，授乳婦の 1 日当たりの授乳量，つ

まり乳児の哺乳量に大幅な変更が施された．

すなわち，第 5次改定までは 1日当たり 850ml
とされていたが，6 次改定で 750ml とされ，

哺乳量が約１２％減となった．そして，乳児

の栄養所要量もこの哺乳量で算出された数

値が表示された． 
近年，日本人を対象に月齢を追った乳児哺

乳量についての報告は，調査対象数が十数例

と少なく 100例近いものはほとんどない状態

である．本論文では乳児哺乳量についての最

新情報を得るために，100 例程度の対象を予

定して検討を行ったので報告する． 
Ｂ．方法 
１．調査対象 

 
平成 14 年 2 月 4 日に昭和女子大学倫理委

員会の審査を完了した上で協力病院を通し

て被験者を募集した．応募者 113 名には本研

究の主旨と方法を文書で説明した．インフォ

ームド・コンセントが得られた応募者の中

で，母乳哺育を選択した母親とその児 89 名

のうち，各満月齢日から一週間前後の間に測

定ができた 77 名（男児 43 名，女児 34 名）

を調査対象とした．対象者はすべて単胎児で

ある．在胎期間は全児 37 週以上，妊娠経過

は概ね正常で，軽度の妊娠中毒症，貧血が数

名見られた以外に顕著な異常はなかった．対

象者の在住地域は静岡県 45 名，大阪府 9 名，

東京都 8 名，愛知県 6 名，長野県 4 名，和歌

山県 2 名，神奈川県 2 名，兵庫県 1 名であっ

た． 
２．調査方法 
調査期間は満月齢 1～5 ヵ月の期間とし，

１）母子の個人情報（対象母子の健康状態等），

２）乳児の 1 日の哺乳量，３）乳児が母乳以

外に摂取した水分量，について郵送での紙面

調査を行った． 
哺乳量調査は，月に１回とし合計 5 回で，

生後 1～５ヵ月齢までの各満月齢日から一週

間前後の間に重量計量法で測定した．満月齢

日の哺乳量を当該月の哺乳量として記録し

た． 
哺乳量の測定日は，当日午前 0 時から 24

時間すべての授乳について授乳前後に乳児

の体重を計量し，その体重の差の合算により

算出した値を哺乳量とした．体重計測には，

全調査対象にタニタデジタルベビースケー

ル「すこやか」（0～5 ㎏は 5 ｇ，5～10 ㎏は

10 ｇ単位の精度）を無償貸与し，測定精度の

安定化に配慮した． 
乳児が母乳以外に摂取した水分量は，全調
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査対象に当方が用意した同一社製のベビー

スプーンによって計量するよう指導した． 
３．統計処理 
統計処理は Microsoft Excel を用いて行った．

統計学的検討は乳児の月齢数・哺乳量・体

重を要因としてｔ検定および相関係数の検

討にて行った． 
Ｃ．結果 
１.乳児の身体状況 

 調査対象児の月齢別身長・体重の平均

値を表１に示した．また，厚生労働省によ

る平成 12 年乳幼児身体発育調査の値を使

い，各満月齢における身長・体重のパーセ

ンタイル値のグラフを作成し，このグラフ

から各児の満月齢におけるパーセンタイ

ル値を読み取った．この際，米山３）が行っ

た方法と同様に各満月齢時の値になるよ

うに補正を行った．このグラフの各月齢に

おける 50 パーセンタイル値を全国平均と

して表１に併記した． 
身長は，男児女児とも本調査平均と全国

平均はほぼ近似値であった．体重は，女児

は満 4 ヵ月以外は全国平均よりも軽く，男

児は満5ヵ月以外は全国平均よりも重かっ

た． 
２.哺乳量について 
１）1 日平均哺乳量 

各月齢別の 1 日平均哺乳量を図 1 に示し

た．この結果から月齢 1 ヵ月から月齢 5 ヵ

月までの平均哺乳量は 791 ｇであった．各

月齢群間のｔ検定による有意差は見られ

なかった． 
２）各乳児の各月齢における哺乳量の推移 

図２に各乳児の各月齢における哺乳量

の推移をパターンごとに示した．パターン

1 では，月齢１～5 ヶ月の間に哺乳量が増

え続けた乳児，パターン 2 では，同期間中

に最多の哺乳量を記録しその後哺乳量が

減った乳児の哺乳量の推移を示した．パタ

ーン３では，哺乳量が同期間中に減少した

後に再び増えた乳児の哺乳量の推移を示

した． 
３．哺乳量と体重の関係  
1 日哺乳量と各月齢の 1 ヵ月体重増加量との

相関関係を図３に示した．月齢 1・2 ヵ月で

は強い相関が見られ（ｒ＝0.720・0.667），

月齢３ヶ月ではやや相関が見られ（ｒ＝

0.284），月齢 4・5 ヶ月では相関は見られな

かった． 
Ｄ．考察 
対象となった乳児の体位と平成 12 年厚生

労働省幼児身体発育調査結果（以下，全国平

均と略す）との比較は表１に示すようにほぼ

同値となった．しかし，体重において各児の

パーセンタイル値を見ると，月齢を経るにつ

き，男児女児ともパーセンタイル値が小さく

なる傾向が見られた．母乳栄養児の体位は，

人工栄養児と母乳栄養児のデータで作成さ

れている全国平均よりも低い値になること

は知られており４），本調査におけるこの結果

も，母乳栄養児の体位の特徴のためと考えら

れた． 
本調査結果では 1 日の平均哺乳量は 791 ｇ

となったが，この数値を五訂食品成分表に記

載されている人乳の比重 1.017 で補正換算す

ると 1～5 ヵ月の平均母乳哺乳量は 777.8ml
となった．この値は米山３）の結果よりも高い

値となり，小林５）よりも低い値となった．こ

の理由として両名の調査よりも調査対象の

数が多いことがあげられる．現行の第６次改

定日本人の栄養所要量において乳児，授乳婦

の食事摂取基準を算定するさいに使われて

いる1日平均母乳哺乳量750 mlは本調査の１

日の平均母乳哺乳量を満たしていなかった．

日本人の栄養所要量の，乳児，授乳婦の食事

摂取基準値は，乳児の母乳哺乳量を基準にし

て所要量を決めている栄養素があり，この１

日平均母乳哺乳量の値により左右される．し

たがって，1 日平均母乳哺乳量 750 ml は，多

少低い数値なのではないかと考えられる． 
母乳栄養児における 1日の哺乳量のうち月

齢１～２ヵ月の値が多くなるという報告５）

６）７）８）が見られるので，ｔ検定による有意

差を見てみたが，本調査ではこのような傾向

は確認できなかった．また，哺乳量の月齢に

伴う推移について他の特徴を検討してみた

が．各乳児の月齢を追った哺乳量の推移は図

２に示すようなパターンにわかれ，月齢に伴

う一定の変動傾向は見られなかった．米山３）

も母乳栄養児において月齢 1～7 ヵ月では月

齢に伴う一定の変動傾向は見られないとの

報告をしている． 

1 日哺乳量と各月齢の体重増加量との相関

関係（図３）は月齢に伴い相関関係がなくな

った．これは，月齢が経つにつれて哺乳量と

1 ヵ月体重増加量との正の関係が薄れている

ことを意味している．この現象は母乳哺乳に

よるエネルギーは，月齢が経つにつれて，主

に身体の成長のみならず基礎代謝のための

エネルギーに注がれ９），また，月齢が進むと

児の活動が活発になるため，身体活動のエネ

ルギーにも多く使われるためと考えられた． 
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以上のことから，乳児の 1 日平均母乳哺乳

量は約 780ml とするのが妥当と考えた． 
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表１． 調査対象児の月齢別身体状況 

          

身長（㎝） 体重（ｇ） 

月齢 男 女 男 女 

平均 48.8 48.2 3,052 2,982

標準偏差 2 2 345 311
出
生
時 

全国平均 49.0 48.5 3,000 2,950

平均 54.2 53.2 4,482 3,848

標準偏差 2 2 771 2231 

全国平均 54.0 52.6 4,240 4,010

平均 58.4 55.9 5,574 4,912

標準偏差 2 3 680 6302 

全国平均 58.1 56.6 5,480 5,160

平均 61.4 60.0 6,541 5,817

標準偏差 2 3 881 6373 

全国平均 61.4 60 6,370 5,910

平均 63.9 62.2 7,147 6,762

標準偏差 2 3 810 8864 

全国平均 64.2 62.6 7,070 6,510

平均 66.1 64.1 7,293 6,969

標準偏差 2 3 556 9135 

全国平均 66.2 64.6 7,580 6,970
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図１．男児の 1 日平均母乳哺乳量 
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図２．各月齢における哺乳量 
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図３．各月齢における母乳哺乳量と一ヵ月体重増加量との関係 

y = 0.2689x + 439.01

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 500 1000 1500 2000 2500

体重増加量

哺
乳

量

（ｇ）

（ｇ）

y = 0.2246x + 586.49

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

-150 350 850 1,350 1,850 2,350

体重増加量

哺
乳

量

（ｇ）

（ｇ）


